
神様がくれた宝物 ～GIFT～ 

 

神様がくれた ひとり 1 つの特別なピース 

気づけないままじゃ 心の中こおりついたまま 

 

あ～また朝が来たんだね 気持ちは真夜中なのに 

この素顔で会える人 どこにいるんだろう 

 

重ね着をした感情 ぬりたくった表情 いつまでも誰にも思いは語れない 

 

私は私でいいのか？ 他の人に似せていくのか？ 答えは見えない 

 

神様がくれた ひとかけらの勇気にぎりしめ 

昨日までのことを きれいに上書きしていきたい 

 

 

あ～どこかで流れてた 歌の歌詞にあるような 

この素直な気持ちのまま いれる場所はきっとある 

 

自分が知らなかった自分は たぶんステキな部分が持ちきれない程あるって分かったなら 

 

私は私でいいんだって 誰のマネもしなくったって 真ん中で生きていける 

 

神様がくれた 私だけのギフト箱を開けて 

見つけたよ これが悔やむことのない生き方だって 

 

足りないものを補うために 足し算ばかりしなくていいよ 

 

神様がくれた ひとかけらの勇気にぎりしめ 

昨日までのことを きれいに上書きしていきたい 

 

神様がくれた ひとり 1 つの特別なピース 

気付いたよ これが私だけの宝物 


